
校訓「心ひとつに 明日を拓く」 教育目標：気づき、考え、行動する生徒の育成
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２日（木）午後、体育館で新入生保護者説明会

を開催しました。来年度の新入生は１３０名の予

定です。

中学校の生活や学習、入学式までの日程等につ

いて説明しました。中学校の校舎、新しい友達、

新しい先生たちと、充実した学校生活を送ってく

れることを期待しています。先輩の皆さん、よろ

しくお願いします。

【ほぼ全員の方が参加してくれました】

１日（水）１８時から、視聴覚室で第３回ＰＴ

Ａ運営委員会を開催しました。お疲れの中、お集

まりいただきありがとうございました。

今回は、来年度の全校役員や学年役員について

話し合いました。新１年生の全校・学年ＰＴＡ役

員は決まりましたが、そのほかの役員については、

１６日のＰＴＡ授業参観日の後に決めることにな

りました。感染症が今後、どのようになっていく

のか予想できない中で、

保護者の皆さんには、大

変なご難儀をおかけしま

すが、どうか、よろしく

お願いします。

本校は今年度、教育課程実践検証協力校として、

主に国語科で、文部科学省ＣＢＴシステムの活用

に取り組んでいます。ＣＢＴとはComputer Based

Testingのことで、授業中、今まではプリントを配

布して確認テスト等を行っていましたが、それを

一人一台端末を用いて行います。端末を用いるこ

とで、生徒の正解・不正解の傾向等がその場です

ぐに確認できるなどの利点があります。

そのためには、確認

テスト等の「問題」が

必要であり、その問題

の開発や、活用してみ

た成果や課題の把握等

に取り組んでいます。

本校で作成した問題

は、今後、全国のどの

学校でも使用できることになります。【検証の様子】

新入生保護者説明会

第３回 ＰＴＡ運営委員会

ＣＢＴシステム 実証検証

６日（月）午前、国立教育政策研究所の調査員

１名と、ウチダエスコ（株）の技術者２名が本校

を訪れ、この日は、全国学力・学習状況調査のＣ

ＢＴ化に向けた実証検証が３年生で行われました。

コンピュータ等の不具合で、開始時刻が遅れる

トラブルがありましたが、今後のＣＢＴシステム

の全国的な展開に向けて、多くの成果や課題等が

把握できたとのことでした。

７日（火）午前、体育館で２年生が救急救命講

習を受講しました。応急手当や心肺蘇生法、ＡＥ

Ｄ使用方法を習得し、対応力を身に付けさせると

ともに、事故やケガの予防意識を高め、命の尊さ

に対する意識の向上を図ることが目的です。

この日は、大曲消防南分署消防隊員６名、美郷

町消防団員５名が講師として指導してくださいま

した。受講した２年生の感想を紹介します。

・僕は人を助けることはないだろうと思っていま

した。でも、この講座を体験してみて、いや、

あるかも知れないと思いました。もし、息をし

ていない人に出会ったら、この講座を思い出し

たいと思いました。

・胸骨圧迫は、コツが必要で難しかったけれど、

本当に人が倒れているみたいに緊張感をもって

できました。ＡＥＤは大切なものなんだなと強

く感じました。学校や店など、あらかじめＡＥ

Ｄを探しておきたいなと思いました。

・講習を受けて、命の尊さについて学ぶことがで

き、人の命を助けられる勇気のある人になりた

いなと思いました。

【講習会の様子】

２月４日（土）美郷町総合体育館リリオスで、

第５回美郷チャレンジカップＵ１４フットサル大

会が開催され、本校サッカー部が次のような成績

を納めました。

◎準優勝 美郷中学校Ａチーム

○優秀選手賞 〇〇〇〇

〇〇 〇

おめでとうございます！

救急救命講習

大会の報告


